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 The purpose of this paper is to elaborate the views of the 14th Dalai Lama concerning 
the relationship between “religion and social contribution.” By making distinction 
between “religion” and “spirituality,” the Dalai lama emphasizes that all people need 
“universal religion,” the point of which is the thought to be of help to others. The Dalai 
Lama characterizes altruism as “wise self-interest,” a concept which means to think of 
others also when pursuing our own happiness 
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行為・救済、の 8 つである[稲場 2009:52]。 
ダライ・ラマ 14 世は東日本大震災後、2011 年 3 月 13 日にはインドのダ
ラムサラで、4 月 29 日には東京・護国寺で震災のための特別法要を執り行

























(chos)というものは、英語で Religion という」(2) [Dalai Lama 2008(2007): 15]
と述べていることから、ひとまず対象となるのはチベット語のチュゥ
(chos)、および英語の religion である。 
以下、第 2 節では religion と spirituality のダライ・ラマによる区別を参照
し、彼の宗教観を踏まえつつ religion の意味内容を考察する。第 3 節では、
チベット語のチュゥ (chos)がダルマ (dharma)の訳語であり、現象一般と





イ・ラマにおける最も広義の「宗教」概念（religion および spirituality を含
む）は利他的であることをその必要条件としていることを指摘する。以降
第 6 節から第 9 節では、ダライ・ラマにおける利他を自己利益(self-interest)
との関係から考察する。 
2. ダライ・ラマにおける religionとしての宗教 
ダライ・ラマに関する代表的な先行研究としては、Engaged Buddhism の
範疇で研究された[Cabezón 1996a, 1996b]・[Chapela 1992]・[Puri 2006]、ダ
ライ・ラマの活動をまとめた [Thub bstan yar 'phel 2005]などがあるが、こ







ダライ・ラマによると「Religion というのは英語における Religion である




























する考え」（the thought to be of help to others）を意味する[Dalai Lama 
1999: 22-23]。 
スピリチュアリティ(spirituality)は、WHO による健康の定義に用いるよ
う提案され、1998 年の WHO 執行理事会での意見において、「Spirituality















のとする排他主義的な立場をとっていた[Dalai Lama 1999: 21]。しかし亡命
以降、世界各地の諸宗教の実践者との出会いを通して、宗教を必要とする
人は各自に最適な宗教を選択することが重要だとする多元主義的立場(5)を




る[Dalai Lama 1995a: 6]。世界の主要な宗教はすべて、人間が永遠の幸福を
達成するのに役立つことを目的としていると彼はいう[Dalai Lama 1999: 20]。
すべての宗教はこうした方向性を同じくすると同時に、例えば、「思いや
り (共苦 )」 (6)のような価値観も同じくしているとする  [Dalai Lama 






















る（skyob pa）ということである。つかむ（ 'dzin pa）ということを、
自身の本質（rang gi ngo bo）をつかむこと、あるいは自身の特質（rang 
gi mtshan nyid）をつかむことであるとするなら、すべてのチュゥ (chos 
thams cad)に通じるものである。宗教（chos）と世俗（ 'jig rten）あるい
は宗教（chos）と非宗教（chos min）というように区別された意味での
チュゥ（chos）は、怖れ（ 'jigs pa）あるいは苦（sdug bsngal）から護る
ようにするもの（skyob par byed pa）と、苦からつかむようにするもの






こにいう「すべてのチュゥ」（chos thams cad）というのは、四法印(9)（chos 
kyi sdom bzhi）の一つである諸法無我（chos thams cad stong zhing bdag med 
pa）に言われるところの諸法（chos thams cad）と同じく、すべての存在す
るもののことを指している。「自身の特質をつかむがゆえにチュゥである」
(rang gi mtsan nyid ‘dzin pa’i phyir chos te/)[dbyig gnyen(Vasbandhu) 1986: 27a7]
と規定したヴァスバンドゥ(Tib. dbyig gnyen)の『阿毘達磨倶舎釋論』(chos 
mngon pa’i mdzod kyi bshad pa)やアサンガ(Tib. thogs med)の『大乗阿毘達磨集
論』(chos mngon pa kun las btus pa) [Thogs med(Asaṅga) 1985]に代表されるア
ビダルマ(abhidharma)文献において顕著に見られるように、チュゥ(chos)は
物質・心の働き・概念を含めた諸現象全てを指す。第二は、宗教（chos）と




















































































5. 「利他の心」への変革と「普遍的宗教」(Universal Religion) 
ダライ・ラマによれば、クンロンには「善きクンロン」（kun slong bzang 
po）と「悪しきクンロン」（kun slong ngan pa）があり、役立とうとする心
を善きクンロン（kun slong bzang po）として捉え、それによって為された行
為は、自己と他者、さらには社会に役立つものとなる[Dalai Lama 2001a: 
24]。ダライ・ラマがクンロン（kun slong）を「変革」するというとき、そ
れは善きクンロン（kun slong bzang po）に変革することを意味している。「善
きクンロン」（kun slong bzang po）の特質は「（自他に）役立とうとする心





sems）は本当に必要なものである。他者に害をもたらさず（gzhan dag la 
gnod pa ma bskyal ba）、騙さず（khram pa ma byas pa）、嘘をつかず（kyag 
rdzun ma bshad pa）、正直に行動する（drang mo drang bzhag byas）なら



















ての人にとって必要不可欠なものである[Dalai Lama 2003: 55]。 
「現実に大多数の人々は今日、宗教（religion）の必要性に迫られていな











ない」[DalaiLama 1999(1997): 16]。 
宗教（chos）を信じているかどうか、仏教徒であるかどうかは重要な
ことではない。われわれ自身が人間である以上、最も重要なことは目
的のある人生（mi tshe dgos don ldan pa）を送ることである。・・・人生
の目的（mi'i dgos don）の核心（snying po）は、善き心（sems bzang po）
を持ち、善き人間になることにある。・・・他者の役に立とうとする
心（gzhan phan gyi bsam pa）によって、人間の大きな社会（spyi tshogs）
は、団結（mthun sgrel）、 思いやり（brtse gdung）、正義（drang bden）
を有した家族（khyim tshang）になることができる。これはわれわれの
目的（dmigs yul）でもある。われわれの今の人生において、このように
成し遂げることができるかどうかということは別問題（gnas tshul tha 
dad）である。しかし、そのようにする必要があるし、そうするのがふ
さわしい（ 'os pa）と私は信じている。そのような心の態度（bsam blo'i 
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'khyer so）を私は普遍的宗教（spyi khab kyi chos）と呼ぶ。それは特定


























訳している[井上・有賀 1884 : 6]。コントにおいては altruism と egoism は相
容れないものとされ[Comte 1877(1854): 82, 146, 149, 157, 249, 304]、Oxford 
English Dictionary において “Devotion to the welfare of others, regard for others, 
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印 (chos kyi sdom bzhi)の一つである涅槃寂静に示されているように、あら
ゆる苦から離脱した平安の境地である涅槃に到達することを大乗仏教では




(wise discernment)である[Dalai Lama 1999: 149]。方便は、巧みな手立て
(skillful means)であって、共苦(compassion)に動機づけられた行為を確実な
ものにしようとする努力である[Dalai Lama 1999: 149]。仏陀は智恵と方便
によって涅槃に達した者であり、菩薩は涅槃に達する能力があるにもかか




















自己利益（self-interest）は他者の利益（the interest of others）を考えるこ
との中にある [http://www.dalailama.com/page.99.htm. 2009-08-26]。 
ここでのダライ・ラマの強調点は、自己利益（self-interest）を他者の利益













互的利益」（mutual interest）へと変化させるものである[Dalai Lama 
1999(1997): 10]。 
 
私が常々言っているように、利己的であろう（rang gces 'dzin byed）
とするなら、智慧のある利己（rnam dpyod ldan pa'i rang bces 'dzin）であ
らねばならない。短絡的な（blo thag thung thung）利己であってはなら
ないと言っている。智慧のある人は他者の福利（gzhan gyi bde don）を
思い、役立つこと（rogs phan）に邁進する（gang yong ci yong bye）。
（中略）そのようにした結果として最終的には自分自身に大きな利益
（khe phan chen po）が訪れることは明らかである。（中略）これが智
慧のある利己的なやり方である(20)[Dalai Lama 2006(1998): 206]。 
上記引用にてダライ・ラマは、「賢明な自己利益」（wise self-interest）、
「折衷の自己利益」（compromised self-interest）、「相互的利益」（mutual 
interest）、「智慧のある利己（rnam dpyod ldan pa’i rang gces ‘dzin）」という
言葉によって自身の考えを端的に表現している。他にも、「賢明な利己
（wise selfish）」[Dalai Lama 2004: 222]、あるいは「本当の利己主義者（dngos 






ロバート・サーマン（Robert Thurman）の手によるもので、彼は Why The 









ダライ・ラマの発言にあらわれる self-interest を受けてのものである。 
8. サーマンによる「超越的個人主義」にもとづく「啓蒙された
自己利益」 










的個人主義」（ transcendental individualism）である[Thurman 2008: 38]。








人主義」に相当する。サーマンは著書 Inner Revolution のなかで「超越的個
人主義」（transcendental individualism）という節を設けており、そのなかで















































況において、明らかに自己利益（self-interest）は他者の利益（the interest of 
others）を考えることの中にある」とある。レオナルド・R・チャペラ
































利益を追求することは、最も効果的で実際的な方法である  [Dalai 
























(1) 日本語の「宗教」という訳語にかんしては[中村 2007]が詳しい。 
(2) ダライ・ラマのチベット語文献は入手困難であるため、参考までに本論文にて
引用するチベット語原文は全てワイリー方式にてローマ字転写したものを付す。 
‘dzam gling ‘di’i steng lo ngo stong phrag ring la gnas pa’i chos zhes pa ste dbyin ji’i 
skad la Religion (chos sam chos lugs)/ [Dalai Lama 2008(2007): 15] 
(3) Religion zhes pa dbyin ji’i tshig la Religion zhes pa de gtso bo Faith dad pa bye rgyu 
zhig re/ [Dalai Lama 2008(2007): 16] 











ようなものだと言っている[Dalai Lama 1999: 228]。 
(6) ダライ・ラマは思いやり（brtse ba）の他に、慈しみ（byams pa）、忍耐（bzod pa）、
知足（chog shes）、自己統制（rang khrims srung rgyu）といった価値観も諸宗教
において共通しているとしている[Dalai Lama 2008(2007): 100]。 
(7) 「為他性」という言葉について高野山大学教授室寺義仁氏からご助言を賜った。
謹んで感謝申し上げる。 
(8) chos zhes pa de dharma zhes pa de red/ dharma zhes pa de ‘dzin pa’m skyob pa la ‘jug 
cing/ ‘dzin pa zhes pa de rang gin go bo ‘dzin pa’m rang gi mtshan nyid ‘dzin pa’i cha 
nas bshad na chos thams cad zhes pa de ‘gro gi yod/ da lta ‘dir chos dang ‘jig rten nam 
chos dang chos min gyi dbye ba phyi ba’i chos de ‘jigs pa’m sdug bsngal las skyob par 
byed pa dang/ sdug bsngal las ‘dzin par byed pa la chos sam dharma zhes brjod kyi 
yod/[Dalai lama 2008(2007): 175-176] 
(9) 四法印とは、①諸行無常（ 'dus byas thams cad mi rtag pa）、②一切皆苦（zag bcas 
thams cad sdug bsngal ba）、③諸法無我（chos thams cad stong zhing bdag med pa）、
④涅槃寂静（mya ngan las 'das pa zhi ba）という仏教を特徴づける 4 つの見解で
ある。 
(10) 「宗政和合」の詳細については[辻村 2009]で詳しく論じたので参照されたい。 
(11) nga tsho bod skad nang gi chos zhes dang/ legs sbyar skad du dharma zhes pa de go ba 
cung zad tha dad red/ [Dalai Lama 2008(2007): 16] 
(12) legs sbyar skad du dharma zhes pa de ‘dzin pa’m skyob pa la brjod kyi yod/ de bod 
skad du bsgyur skabs go rgyu ha cang chen po red/ chos zhes pa de bcos pa’m bcos 
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sgyur btang ba’i don yin zhing/ bcos shing chos pa’m chos shing bcos pa de gnyis tshig 
gi don gcig pa red/ [Dalai lama 2008(2007): 175-176] 
(13) chos byed pa’i skabs gang du’ng thog mar kun slong bchos tshul zab nan byed rgyu gal 
che ba[Dalai Lama 2000: 11] 
(14) ここにおけるチュゥ(chos)は文脈上「宗教」と訳すのが適当であると考えられる
ため、そのように訳した。 
(15) chos kyi snying po ni sems la bzo bchos gya rgyu ‘di yin pas sems dul po dang/ bzang 
po yong ba byed dgos/[Dalai Lama 2001b: 36] 
(16) chos spyi tshogs la dgos zer ba de dgos pa ngo ma de sems rgyud ‘dul dgos pa de red/ 
dngos gnas drang gnas phan sems dngos pa red/ gzhan dag la gnod pa ma bskyal ba/ 
khram pa ma byas pa/ skyag rdzun ma bshad pa/ drang mo drang bzhag byas na chos 
zer ba ngo ma de red/ de’i steng nas bltas pa yin na ye shu’i chos pa yin na’ng ‘dra/ kha 
che yin na’ang ‘dra/ hin dhi yin na’ng ‘dra/ bon po yin na’ng ‘dra/ snying po de’i steng 
nas phyin pa yin na thams cad la rtsod po ying don med bsdad pa zhig dang/ kun slong 





(chos lugs ‘dra min bar lta ba’i rnam gzhag khyad par chen po yod kyang// byams brtse 
dang zhan phan/ bzod sgom bya rgyu ‘di chos lugs tshang ma gcig gyur gyis gsung kyi 
yod stabs chos lugs tshang mar gus brtsi zhu dgos/) [Dalai lama 2001b: 35]。「根本的
なチュゥ（rtsa ba chos）というものがいかなるものであるかといえば、今述べ
たように、慈しみ（byams pa）や思いやり（snying rje）、忍耐（bzod pa）とい
うものなどの主要な教説（bslab bya gtso bo）のことである」(rtsa ba chos zhes pa 
ji ‘dra zhig yod dam zhe na/ da lta brjod pa ltar byams pa dang/ snying rje dang/ bzod 
pa zhes pa de dag gi bslab bya gtso bo de red/) [Dalai Lama 2008(2007): 101]。 
(18) chos la yid ches yod med dang/ nang pa yin min ‘di ni gal chen po min/ gal che shos 
gang yin zhe na nga rang tsho mi yin pa’i cha nas mi tshe dgos don ldan pa zhig skyel 
rgyu ‘di gal chen po yin/…mi tshe’i dgos don snyin po sems bzang po dang mi bzang 
po zhig yong ba bya rgyu ‘di yin/…gzhan phan gyi bsam pa la brten nas mi’i spyi 
tshogs chen po ‘di mthun sgril dang/ brtse gdung/ drang bden bcas dang ldan pa’i 
khyim tshang zhig tu ‘gyur thub/ ‘di ni nga tsho’I dmigs yul yang yin// nga tsho’i mi 
tshe ‘di la de ltar sgrub thub dang mi thub gnas tshul tha dad yin/ ‘on kyang de ltar 
thabs shes byed dgos pa dang byed ‘os pa zhig yin par ngas yid ches byed kyi yod/ de 
lta bu’i bsam blo’i ‘khyer so la ngas rgyun du spyi khyab kyi chos zhes brjod kyi 

















なり」[道元 2003(1993): 424-425]と述べている。 
(20) ngas rnam kun gal te rang gces ‘dzin byed kyi yin na/ rnam dpyod ldan pa’i rang gces 
‘dzin zhig byed dgos pa las/ blot hag thung thung gi rang gces ‘dzin byed mi nyan zhes 
bshad kyi yod/ mi rnam dpyod can gyis gzhan gyi bde don la bsams te rogs phan gang 
yong ci yong byed kyi yod/ de yang mgo skor gtong ‘dod kyis min par bden dpang 
‘pher ba zhig dang/ so so rim pa gnyis pa lta bur rtsis te byed kyi yod/ de ltar byas pa’i 
‘bras bur mthar thug rang nyid la khe phan chen po yang rgyu yin pa gsal po yin/ …’di 
ni rnam dpyod ldan paiI rang gces ‘dzin byed tshul yin/[Dalai Lama 2006(1998): 206] 
(21) enlightened self-interest はトクヴィル(Alexis de Tocqueville, 1805-1859)の考え方の
一つとして知られている[Schleifer 2007(1980): 741-742]。トクヴィルは
Democracy in America (1841)のなかで、自分たちの利益(interest)の追求を否定す
ることなく啓蒙された自愛心(an enlightened regard for themselves)によって互い
を助け合うことができるという考えが、当時のアメリカ人たちのあいだにあっ
たことを指摘した[Tocqueville 2007(1841): 462-464]。サーマンはこれについて触
れてはいないため、トクヴィルの文脈とは関係なく enlightened self-interest 使用
していると思われる。 
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